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慶南大学極東問題研究所 

慶南大学校極東問題研究所は歴史的な7·4南北共同声明が発

表された1972年9月1日、朝鮮半島の平和と統一に寄与するた

めに創立されました。冷戦体制下で北朝鮮・統一問題を研究

するには様々な困難があったにもかかわらず、半世紀の間、

朝鮮半島および北東アジア問題に対する深い理解を基に多く

の研究成果を挙げています。

現在、私たちは歴史的に大きな変化の時代に生きています。

軍事的安全保障の問題を超えて気候、食糧、エネルギー、技

術、保健など新たな安全保障の危機の浮上と共に供給網再編

の加速化と世界経済の悪化により国際秩序は大調整の時期を

迎えています。米中間の戦略的競争が深化する中で核とミサ

イル能力を高度化している北朝鮮が中国とロシアとの連携を

強めており、ロシア・ウクライナ戦争の長期化、イスラエル

とハマスの衝突などで国際情勢が緊迫するなど、非常に厳し

い状況です。

このような変化の中で慶南大学校極東問題研究所はこれまで

の研究成果を基に朝鮮半島の平和と統一に関する研究を先導

し、国内外の朝鮮半島専門家の育成と研究インフラの拡張の

ために持続的に努力をしていきます。極東問題研究所がグロ

ーバルシンクタンクとしてさらに確固たる地位を固めて、新

たな50年の跳躍を準備できるよう、皆様の変わらぬ激励と声

援をお願いします。

慶南大学校総長

朴在圭

慶南大学校極東問題研究所は北東アジアの平和の定着と朝鮮半島統一に関する理論的アプロー

チと政策的代案を模索する目的で1972年に創立されました。

研究所は北朝鮮・統一分野を中心に国際関係や北東アジア地域問題を深く研究しており、朝鮮

半島の平和を強固にし、南北関係を改善・発展させるための研究に邁進しています｡

主要活動

	 北朝鮮､南北関係､朝鮮半島の平和と統一､東アジアおよび国際関係などに関する深層研究

	� 国内外の学者たちが参加する国際学術会議､統一戦略フォーラム､セミナー､ワークショップ､

講演会の開催

	 学術書(韓国語･外国語)および学術誌の発刊

	 朝鮮半島および国際問題の研究者､新進研究者育成のための多様な研究支援

	 国内外の北朝鮮および統一問題の研究者の研究活性化のための専門図書館の運営

創立目的·主要活動ご挨拶
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慶南大学極東問題研究所 

主要沿革

2000年代

和解と協力の新たな時代
への転換

2000. 5. 
「ASIAN PERSPECTIVE」 韓国学術振興財団　社会科学分野 
優秀国際学術誌選定 (1996年から4年連続)

2005. 12. 
韓国学術振興財団　重点研究所事業の選定

2006. 6. 29. 
北朝鮮の祖国統一研究院と学術交流合意書締結

2010年代

海外学術会議および戦略
対話の拡大

2015. 6-11. 
2015 朝鮮半島国際フォーラム(KGF) 開催

2017. 9. 8. 
慶南大学, 日本創価大学, 台湾中国文化大学
3大大学, 平和フォーラム開催 (毎年交互開催) 

2018. 5-11. 
2018 朝鮮半島国際フォーラム(KGF) 開催

2018. 11. 15. 
2018 第14回 DMZ平和賞の大賞受賞

2020年代

新しい50年に向けた跳躍

2020. 3. 31. 
海外北朝鮮・統一学学術交流支援事業の主管機関に選定,  
海外の朝鮮半島専門家の育成

2022. 8. 18. 
極東問題研究所創立50周年記念　国際学術会議の開催

2023. 3. 
「IFES 北朝鮮核アカデミー」 開設

1970年代

共産圏および北朝鮮､北
東アジア関連の本格的な

研究の開始

1980年代

国際的な学術交流と研究
の多角化と裾野拡大

1990年代

脱冷戦の歴史的変化に対
する先導的な対応

1972. 9. 1. 
統韓問題研究所創立(1973.3 極東問題研究所に変更)

1973. 4. 20.～21. 
米国ワシントンで “韓国と周辺大国”と題する国際学術会議の開催

1977. 3.
「ASIAN PERSPECTIVE」 創刊

1985. 1. 
韓国語学術雑誌 「韓国と国際政治」 創刊

1989. 2. 
ソ連の東方学研究所と学術交流のためのMOU締結

1989. 10. 25.-27. 
国内初 “転換期の世界とマルクス主義” 国際学術会議開催

1993. 4. 
中国人民大学と学術交流のためのMOU締結

1995. 10. 
「統一戦略フォーラム」 発足

1998. 8. 25. 
金策工業総合大学と学術交流のためのMOU締結

1999. 5. 
「南北経済協力アカデミー」 開設
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慶南大学極東問題研究所 

組織構成 研究陣

	� 研究室, 企画広報室, 国際協力室, 行政管理室

	 米国研究センター, 日本研究センター, 中国研究センター, 北朝鮮研究センター, 北朝鮮核研究センター 

	� 研究陣: 教授(13名), 招聘碩座教授(9名), 招聘教授(7名), 協力大学の研究委員(10名), 客員研究委員(1名), 
招聘研究委員(12名), 研究員(3名)

	� 研究·行政支援部署: 行政国際チーム, コンピュータ情報化チーム, 研究支援チーム, 施設管理チーム, 
図書館

総長

ソウル副総長

分所

所長

副所長

研究室 企画広報室 国際協力室 研究センター 行政管理室

研究·学術企画 

懸案評価と展望 

学術雑誌と研究書の
発刊 

対外交流協力 

IFES 懸案資料

三清フォーラム 

企画·広報

国際交流 

英文発刊物 

国際学術会議と研究
協力事業  

海外専門家育成プロ
グラム

米国研究センター

日本研究センター

中国研究センター

北朝鮮研究センター 

北朝鮮核研究センター

行政国際チーム  

コンピュータ情報
化チーム

研究支援チーム 

施設管理チーム

朴廷鎭ソウル副総長 - 北朝鮮政治, 統一問題

李寬世所長 - 北朝鮮政治,統一問題, 南北関係

ディーンオーレット副所長/国際協力室長– 北朝鮮観光

趙眞九研究室長/日本研究センター長 - 東北アジア国 
      際政治, 日本

李炯宗企画広報室長 - 北朝鮮社会・文化

李相萬中国研究センター長 - 東北アジア国際関係, 
      中国政治経済

李秉哲北朝鮮研究センター長 - 核不拡散, 核戦略,  
      米韓関係

林乙出北朝鮮研究センター長 - 北朝鮮経済, 南北経済 
      協力

鄭宰旭米国研究センター長 - 軍事同盟, 国際安全保障

金相範教授 - 北朝鮮政治・外交

朴胥和教授 - 北朝鮮法・憲法

文美利教授 - 国際コミュニケーション, ジャーナリズム

崔領埈教授 - 南北関係. 統一政策

教授 招聘碩座教授

康仁德	 元統一部長官

郭台煥	 元統一研究院院長

金光雲	 元国史編纂委員会 編史研究官

宋永仙	 元国会議員

安豪榮	 元駐米大使, 前北朝鮮大学院大学総長

李洙勳	 元駐日大使

鄭斗音	 元中国浙江大学 教授

趙炳珶	 元国立外交院院長

河本善鎬（株）成光舎　代表理事

權奇源　法務法人 (有限) DR & AJU

辛承男　元瑞逸大学校対外副総長

吳正萬（ゴーダセイマン）日本神奈川大学名誉教授

小此木政夫　日本慶応義塾大学名誉教授

車允鎬　元大統領直属国家ブランド委員会委員

招聘教授

梁茂進総長 - 南北関係, 北朝鮮政治, 統一問題

朴廷敏 副総長 - 朝ロ関係, 国際経済

李宇榮教授 - 北朝鮮社会・文化

具甲祐教授 - 平和研究, 南北関係

梁文秀教授 - 北朝鮮経済, 南北協力

辛鍾大教授 - 南北関係, 韓国政治

金聖敬教授 - 北朝鮮社会・文化

金　楨教授 - 比較政治経済

柳榮修教授 - 国際政治, 人権

金東葉教授 – 軍事・安全保障

協力大学（北韓大学院大学）研究委員

姜昌熙	 元国会議長

高　建	 元国務総理

朴庚緖	 元大韓赤十字社会長

奉斗玩	 元国会議員

申鳳吉	 韓国外交協会 会長

協力大学(北朝鮮大学院大学) 碩座教授

組織図
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カナダ 
(2)

アメリカ  
(4)

アルゼンチン 
(1)

主要学術交流協力機関
韓国をはじめとする総17か国，

62ヶ所の機関と協力 

海外主要な交流協力機関 
(米·日·中·ロ)

アメリカ

	� Institute of East Asian Studies, American 
University

	� Korean Studies Program, Fairleigh Dickinson 
University

	� The Hatfield School of Government, Portland 
State University

	� Woodrow Wilson International Center for 
Scholars

ロシア

	� Institute of Oriental Studies, Russian Academy 
of Science

	� The Institute of USA and Canada, Russian 
Academy of Social Science

	� The Vladivostok Institute of International 
Relations of the Countries of the Asia-Pacific 
Region, Far Eastern Federal University

日本

	� 松山大学総合研究所
	� 神奈川大学アジア研究センター
	� 早稲田大学韓国学研究所 
	� The Economic Research Institute for Northeast Asia (ERINA)

スウェーデン
 (1)

ドイツ 
(2)

フランス 
(1) イタリア 

(1)

オーストリア 
(1)

ロシア 
(3)

中国 
(17)

韓国  
(18)

日本 
 (4)

台湾  
(3)

シンガポール  
(1)

ベトナム  
(1)

オーストラリア  
(1)

ニュージーランド 
(1)

中国

	 吉林大学 東北アジア研究院
	 吉林省 社会科学院
	 大連大学 中朝交流センター
	 東北師範大学　東北アジア研究所
	 復旦大学　朝鮮韓国研究センター(旧 韓国問題研究センター)
	 復旦大学　東北アジア研究センター
	 山東大学 東北アジア学院
	 上海国際問題研究院
	 延辺科学技術大学

	 延辺大学 経済管理学院
	 延辺大学 東北アジア国際政治研究所
	 延辺大学　東北アジア研究院
	 遼東学院 朝鮮半島研究所
	 中国　国際友好連絡会
	 中国改革開放論壇(China Reform Forum)
	 中国社会科学院アジア太平洋と全球戦略研究院
	 中国 遼寧省 アジア太平洋研究所

慶南大学極東問題研究所 
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慶南大学極東問題研究所 

国際学術会議

研究所は1970年代の厳しい冷戦時代から、リーダーシップを発揮してさまざまなテーマの国際学術会議
を継続的に開催してきました。アメリカ、中国、日本、ロシアはもちろん、世界中のさまざまな学者、
専門家、機関との交流を拡大し、朝鮮半島の平和と統一問題を含む幅広いテーマで総計200回以上の国際
学術会議を開催し、国際的な学術交流と研究基盤を築いてきました。

国内学術会議 / セミナー

研究所は、国際学術会議の活発な開催とともに、国内の大学、メディア、公共機関などと協力し、北
朝鮮・統一問題に関する研究および政策代案を提示してきました。フォーラム、セミナー、ワークシ
ョップ、アカデミー、世論調査などを実施し、これを通じて朝鮮半島の現在の課題に対する認識を共
有し、問題の解決に向けた代案を模索・提案するために多くの努力を払ってきました。

総 200余回 
国際学術会議

開催

学術活動

ワシントンD.C.で “韓国と周辺大国” というテーマで国際学術会議を開催 (1973.4.20.-21.)

国内で初めて“転換期の世界とマルクス主義” 国際学術会議を開催(1989.10.25.-27.)

“停戦65年, 朝鮮半島の平和と繫栄” 2018 朝鮮半島国際フォーラム: ソウル会議
(2018.6.27.)

海外学者招請セミナー 

研究所は1970年代から著名な海外の学者たちを定
期的に招待し、その時期の主要な課題や懸案を分析
し、関連する知識と情報を共有するセミナーを継続
的に開催しています。 スタンフォード大学のフランシス

・フクヤマ教授（2015年5月6日）
東ドイツの元首相ハンス・モドロ
氏（2018年9月17日）

統一戦略フォーラム

統一戦略フォーラムは、統一、外交、安全保障政策を評価し、それを
通じて政策代案を提示することを目的として1995年に発足し、それ以
降、機会あるごとに主要な課題をテーマに、現職および元官僚や学界
専門家と協力して政策の代案や南北関係の発展方向について議論して
います。

▲	� “統一・安全保障政策の回顧と展望”第1回統一戦略フォーラム（1995年10月19日）
▼	� “2022年北朝鮮の情勢評価および2023年の展望”第71回統一戦略フォーラム（2023年1月10日）

慶南大学・慶南新聞 70周年記念 トークコンサート “国際関係の
現実と朝鮮半島の未来”（2016年10月11日）

第3回三清フォーラム（2023年11月24日）

テーマ中心の国内セミナー

研究所は国内のさまざまな研究機関やメデ
ィアなどと協力し、北朝鮮・統一問題や国
際関係に関する様々なテーマを中心とした
セミナーを定期的に開催しています。

三清フォーラム

学界の専門家や政策関係者などを招いて急変する国
際情勢について議論し合うことによって、新しい研
究基盤を拡大するために、2023年から三清フォーラ
ムを開催しています。
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慶南大学極東問題研究所 

硏究叢書 シリーズ

学術·研究書の発刊

韓国と国際政治 (1985年に創刊)

南北韓の国内外政治と朝鮮半島の周辺情勢、統一戦略、またアメ
リカ・中国・ロシア・日本およびアジア諸国の政治経済と外交・
安全保障に関する専門学術誌。

「韓国と国際政治」 は毎年4回発刊される韓国語の定期刊行物であ
り、主に南北韓の国内外政治、朝鮮半島の周辺情勢や統一戦略、
またアメリカ・中国・ロシア・日本およびアジア諸国の政治経済
と外交・安全保障政策を扱う専門学術誌です。 
2004年、韓国学術振興財団の登載誌に選ばれるなど着実な発展を
遂げています。今後も“朝鮮半島と東北アジアの平和と繁栄のため
に”学術的分析と理論形成に貢献する学術誌として発展していくつ
もりです。

ASIAN PERSPECTIVE (1977年に創刊)

Asian Perspectiveは主に東北アジアの政治, 
経済, 社会, 文化に関する専門学術誌として
1977年に創刊されました。

1995年にアメリカのポートランド州立
大 学 と の 共 同 出 版 協 定 を 結 び 「 A s i a n 
Perspective」を出版し、1998年には学術振
興財団(現在の韓国研究財団)が選定する社会
科学分野の最優秀学術誌に選ばれました。
2008年には、社会科学引用索引（SSCI：
Social Science Citation Index）に掲載され、世界的な水準の学術誌として認められました。2019年か
らは新たな共同出版協定に基づいて、アメリカのジョンズ・ホプキンス大学出版部と協力して出版さ
れています。

総合研究シリーズは、 ▲変動する世界政治の地形と複雑化する国際関係の新しい政治動向に関する国
際関係研究、▲南北関係の歴史と現在、統一への挑戦と機会に関する北朝鮮·統一研究など朝鮮半島
と関連した様々なテーマの洞察を提供するために持続的に発刊されています。各分野の著名な専門家
が参加し、研究と深い分析に基づいて知識と理解の視野を広げることに寄与しています。

主な主題や分野     ‌� 国際関係研究 / 北朝鮮研究 / 第３世界研究 / 地域研究 / 統一研究 /  韓国研究 / 翻訳・資料集

金正恩時代の経済政策 
- 101の質問と回答

北朝鮮中國関係:  
1945-2020

韓半島変化と南北関係

総合研究シリーズ : 総計170冊以上の研究書の発刊

研究報告書 朝鮮半島フォーカス オンライン資料�
(IFES BRIEF, IFES FORUM)

IFES Brief(韓国語)とIFES 
FORUM(英文)の二つで発刊され
るオンライン資料は、国内外の
時事問題に対する洞察深い分析
を通じて広範な視点と多様な意
見を提示しています。
* ‌�ウェブサイトおよびメーリングサービ

スで提供

2004年から北朝鮮や周辺情勢
の動向と懸案などについて、
学術的な視点から分析・評価
した研究報告書を発行してい
ます。

総計60件の研究報告書を
発行

朝鮮半島フォーカスは北朝鮮と
アメリカ・中国・日本・ロシア
などの国際関係を中心に深層分
析し、政策代案の樹立に役立て
ることを目的として2009年か
ら刊行されています。

総計50件の朝鮮半島フォ
ーカスを発刊
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教育活動 海外の北朝鮮·統一学の学術交流支援事業
IFES アカデミー

1999年、本格的な南北交流協力の時代に備えて南北経済協力の実務者を育成するために南北経済協力
アカデミーの課程を開設しました。2013年には変化する南北関係、国内外の情勢の変化等を踏まえ
て、南北経済協力アカデミー課程を統一経済アカデミーへと拡大、発展させていきました。
2023年からは北朝鮮の核に対する理解の幅を広げ、関連する民間の専門家を育成するためにIFES 北朝
鮮核アカデミーを開設しました。

海外北韓·統一学学術交流支援事業は、韓半島問題に関する客観的·総合的な理解を持つ海外の研究者
たちの底辺を拡大し、海外の朝鮮半島専門家の発掘・育成のために2020年から様々な研究プログラム
を開発・支援しています。

※ ‌�海外の新進研究者が韓国内に滞在し、北朝鮮・統一学関連の学位を取得できるよう支援する「修士・博士
学位課程」は、2020年9月から2021年12月まで5ヵ国6名を選抜して運営

統一深化教育 / 汗馬統一リーダーシップ

慶南大学の在学生を対象に北朝鮮の社会・経済の実態および南北関係全般に関する理解の幅を広げる
ために毎年、現地実習型の統一深化教育と汗馬統一リーダーシップを開催しています。
専門家による特別講義、北朝鮮映像の視聴、高位脱北者とのトークコンサート、分断と統一の現場体
験など、多彩なプログラムを通じて大学生たちの統一と北朝鮮に対する正しい認識を向上させる機会
を提供しています。

総計 2,500人以上の修了生を輩出

南北経済協力アカデミー 開設 (1999.5.7) 北朝鮮核アカデミー 開設 (2023.3.23)

慶南大 現地実習型の統一深化教育 (2023.10.13)

主要プログラム
	‌� 研究発表会 - 進捗状況の把握および研究結果の確認・補完の機会を提供
	 特別講義 - 北朝鮮の政治·経済·社会·人権·南北関係など多様なテーマの特別講演を開催
	 ワークショップおよび現地調査   - 分断および韓国の歴史に関連する現地、関連機関などを訪問
	 広報および事後管理 - フェロー修了者に対する研究支援(セミナー、研究書発刊など)

2020.9. ~ 2023.12. / 総 10ヵ国 31名 修了

6ヶ月程度の期間を対象として行われ、海外の学界、マスメディア、政府関係者など関連分野で専門
性と経験を有する研究者を韓国に招待し、北朝鮮・統一の関連分野の研究と学術ネットワークの構築
機会を提供します。

フェローシップ

主要プログラム
	� 研究報告会 - 意見収集および研究結果の検討を目的とした公開報告会の開催
	 ワークショップおよび懇談会 - 国内外の専門家との学術交流のサポート
	 広報および事後管理 - 研究書の発刊、セミナーの開催の支援など

2022.4. ~ 2023.12. / 総 8ヵ国 12 硏究プロジェクト 支援

海外の政府系研究機関や民間のシンクタンク、研究者を対象に、海外現地で北韓·統一分野の研究支援
を通して各国の朝鮮半島および北朝鮮・統一問題に対する共感を形成し、国内外の研究者間の交流の場
を拡大しています。

海外政策・学術研究支援
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図書館

慶南大学極東問題研究所の図書館は、国内外の統一および北朝鮮問題に関する研究者に対して、関連
情報や資料を提供することで、研究の活性を図るために設立された専門図書館です。

	� 統一、外交、安全保障、国際関係を中心とした社会科学分野の4万冊以上の蔵書
	� 国内外の政治、統一、社会、文化分野の定期刊行物１万冊以上
	� 労働新聞、経済研究などの2万種類を超える北朝鮮の特殊資料:　北朝鮮発行の定期刊行物、最新の単

行本、北朝鮮映画 
	� 特殊資料専用のデジタルアーカイブ検索システム

図書館は2万冊以上の様々な北朝鮮発行の
特殊資料を学術研究や教育に活用してお
り、持続的な拡大保有を進めています。 
また、特殊資料専用アーカイブシステム
を通じて、北朝鮮発行の定期刊行物や単
行本、視聴覚資料を簡単に検索して利用
できます。

北朝鮮特殊資料室

60,000冊の蔵書 / 10,000冊の定期刊行物
20,000冊以上の北朝鮮特殊資料

慶南大学極東問題研究所図書館
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